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調 査  報  告

1日 は じめに

2001年 3月 24日午後 3時 28分頃,安 芸灘を震央とする

地震が発生 し,最 大震度 6弱 を記録 した。昨年 10月 6日

の`鳥取県西部地震に続き,西 日本を震源とする地震であっ

た。筆者らは被害状況を概括的に把握するため,地 震発生

翌週の 3月 30日 から4月 1日 にかけて,広 島県南東部お

よび愛媛県北部において現地調査を行った。本報告はその

速報である。

2.被 害の概要

気象庁の速報
1)に
よると,今 回の地震の震央は安芸灘

内の34.1°N,132.7°Eに 位置し (図1の星印),震 源の深さ

は約 60 kln,マグニチュードは6.4であった。震度分布から

ほぼ東西引っ張 りの正断層と推定され,震 央や震源の深さ

からフィリピン海プレート内部で発生したと考えられる
の。

図 1 震 源の位置 (星印)と 調査箇所 (丸印)
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震源周辺では過去 100年以内に1905年のM7.3(芸 予地震),

1949年のM6.2の 地震が発生している。広島県熊野町,河

内町,大 崎町で震度 6弱 ,広 島県呉市や三原市,ま た愛媛

県今治市,松 山市などで震度 5強 の揺れが観測された
1).

消防庁
めによる被害状況を表 1に まとめた。とくに住宅

の被害が大 きかったのは広島県呉市であり,全 壊 35棟 ,

半壊 136棟 ,一 部破損 9698棟であった 。゙また,広 島県

呉市で 2階建ての隣家の壁が崩れて下敷きになった女性が

亡 くなった他,愛 媛県北条市で二階から落ちてきたコンク

リート製のベランダの下敷きになって女性が亡 くなった。

3.被 害調査の概要

地震発生の翌週,安 芸灘を挟む広島県南東部と愛媛県北部

の被害状況を調査した。スケジュールは以下の通りである。

3月 30日 (金)

20:00 広島到着,打 ち合わせ

3月 31日 (土)

集合>愛 媛県越智郡吉海町,今 治市,松 山市道後温泉

地区,松 山市街

4月 1日 (日)

広島市内,呉 市役所,呉 市西片山町 。江原町 ・宮原地

区 ・阿賀南地区>解 散

表1 都 道府県別の被害状況
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4口調査地点ごとの被害状況

(1)広島県下の調査箇所

以下に現地踏査を行った地点の被害状況を,写 真を交え

て概説する。図 1お よび図2の丸印と英数字は,調 査箇所

を表す。

A.山 陽本線高架橋 (広島市中区横川町)

山陽本線横川駅広島寄りの高架橋において,桁 の継ぎ目

周辺に多数の亀裂が見られた (図3左).訪 れた際はちよ

うど修復作業中であつた。同区羽衣町に設置されている独

立行政法人防災科学技術研究所のK―Netめの地震計では,

最大加速度NS 25 Gal,EW 258 Gal,UD 233 Galであつた。

B.呉 市役所 (呉市中央)

呉市役所 1階では,市 による災害相談窓回の他,災 害ボ

ランティアセンター,呉 建設業協会による災害復旧工事相

図2 呉 市内の調査箇所 (丸印)
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談所等が開設されていた (図4).災 害相談窓口では,ブ

ルーシートや土嚢の配布を行っていた。同市役所に設置さ

れている K―NctDの 地震計は,最 大加速度 NS 312 Gal,

EW 425 Gal,UD 203 Galを記録した。

C.養 運寺 (呉市西中央)

養運寺は呉市中心部に近い西中央地区に位置し,裏 側の

高さ約 5mの 石垣が崩壊 した。調査時には瓦礫はそのまま

になっており,石 垣の増築箇所が崩壊している様子が見て

とれた (図5)。

D.江 原墓地 (呉市江原町)

江原町は呉市内で最も被害の多い地域の
一つであった。

江原墓地は江原町の西部,急 傾斜地の頂上に位置し,そ の

下の宅地は急傾斜地崩壊危険地域に指定されている。墓地

内では,墓 石の転倒,石 段や石垣の崩壊,小 規模な斜面崩

壊,地 面の亀裂が見られた.墓 地の崖下に民家が接近して

いるため,墓 地の石垣の崩壊により民家の屋根が被害を受

けているケースが見られた (図6)。
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図4 災 害復旧工事の相談所

高架橋桁の亀裂 養運寺石垣の崩壊(左)と 修復作業の様子 (右)
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E口呉市西片山町

西片山町は江原町と隣接しており,同 じく急傾斜地の宅

地である.石 垣を有する家屋が多く,石 垣に亀裂が入つた

り,一 部が崩壊 している様子,4ブロツク塀が崩壊している

様子が多数見られた。崩壊箇所にはおおむねブルーシー ト

が被せられていた.地 震後約 1週間が経過していたため,

復旧作業の最中の箇所もあった。

崖上の隣家の石垣が崩壊したため,家 屋の屋根に甚大な

被害が生じたケースがあった。住人の協力で家屋内部に入

り被害箇所を確認できた (図7,図 8)。住人へのヒアリン

図6 石 垣の崩壊 (左)と 地面の亀裂 (右)
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グにより,揺 れてから数秒から数十秒後にドカ
ーンという

音がして土砂等が部屋に入つてきたこと,石 垣が崩壊した

奥の民家はつっかえ棒 6本 により応急措置が施されている

こと,市 による棒の設置が遅れたこと,ブ ル
ーシートは翌

日に支給されたことなどの情報を得た。

F.呉 市東片山町

東片山町地区は,江 原町 。西片山町の崖下に位置する。

急傾斜地の両地域に比べ,外 見上では構造的な被害は少な

かった。しかし,地 震によリブロック塀に倒壊の危険性が

生じた家屋があり,住 民が見守る中で消防士らがそのブロ

ック塀を破壊している様子が見られた (図9)。

G口 呉市富原地区

宮原地区は,呉 市の工業地区に面した台地に位置し,呉

港を臨む西側地区は急傾斜地形となっている。石川島播磨

重工業第一工場近くの宮原 8丁 目では,国 道 487号線に面

した民家の石垣が崩壊 していた。崖下の歩道部分幅約

2.5mが 土砂により閉塞 し,車 道部分も片倶1通行に規制さ

れていた。この民家は,5メ
ー トル前後の石垣の上部に建

っているが,図 10に示すように石垣の崩壊により基礎が

露出し,転 落寸前の状況であつた。

図7 屋 根が損傷 した家屋の天丼 図9 ブ ロック塀を診断する消防士

図8 屋 根が損傷した家屋の居間 図 10 石 垣の崩壊 (左)と 上部の家屋 (右)
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H.阿 賀小学校 (呉市阿賀南)

阿賀小学校のグラウンドでは,地 面に亀裂が入り,一 部

が 10 cmほ ど隆起 していた。南北方向の亀裂は十数 mに

及んでいた (図11左)。付近は臨海部の人工的に造成され

た箇所であり,液 状化の影響により地盤が隆起したと考え

られる。同小学校の校門前の歩道では,路 面のブロックや

マンホール周辺部分が 10 cm程度隆起している様子が見ら

れた (図11右)。

I口呉市広多賀谷地区

広多賀谷地区も臨海部の人工造成地区であり,グ ラウン

ドで陥没が見られ,深さ2mに 達している箇所もあった (図

12)。また,周 辺の道路でも数力所で路面の一部が高さ

20 cm前後,広 さ3m四 方程度にわたって隆起,あ るいは

陥没し,亀 裂が生じていた。

(2)愛 媛県下の調査箇所

J口松山市道後温泉地区

図 13の ホテルでは,屋 根瓦のほとんどが損壊 した他,

壁面のタイルの剥離,壁 面やバルコニー部分の亀裂,窓 ガ

ラスの破損棟の被害が見られた。調査時には休業しており,

窓ガラスにガムテープを貼るなどの余震に対する備えと復

旧作業を行っていた。

K.松 山市松山駅周辺

松山市役所周辺の被害は,窓 ガラスに亀裂が入る,建 物

壁面のタイルが落下するなど比較的軽度のものであった。

齢 躊

図 1 1  グラウンド (左)
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図 13 屋 根瓦の落下 (上)と 壁面の亀裂 (下)

5.終 わりに

今回の芸予地震では,呉 市をはじめ,主 に急崖地域の家

屋で,崖 崩れによる被害が目立った.呉 市のまとめによる

と,同 市内の崖地で被害にあった住宅は,大 半が昭和 37

年の宅地造成等規制法施行以前に建築されたもので,ま た

空襲による火災を免れた急崖地域に集中しているという。
一方,法 施行後に建てられた住宅 1000カ所以上はほとん

ど被害がなかったという
の。個々の既存建築物やその地盤

環境,周 辺住環境を含めた市街地の耐震性向上誘導策の検

討が急務であると考える。

(2001年5月 7日受理)
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図 12 グ ラウンドの陥没


